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1

Ｔ．Ｓ．Ｅｌｉｏｔ（1888－1965）は20代の時，創作ノートとルーズリーフに，習作詩を書き溜めて

いた。この未発表静が，加ｖｇ邦お花∫げＪゐｇ独和ゐ助柁：加わ椚椚Ｊ卯9－7977わ′ｒ．ぶ．ｇ舘野（以

後劫ｖｅ柁如乃∫）として，1996年に出版された1。それまでは，なかなか見ることのできなかった

貴重な詩篇である。未亡人ＶｄｅｄｅＥｌｉｏｔの許可を得て，ニューヨーク公立図書館で，この創作

ノートを閲覧するしかなかったのである。しかもこの習作轟は，推敵途中のまま残され，その

多くは手書き原稿である2。解読困難な個所があるため3，中には判読するのが難しい詩（ｈ∬ｄ

ｔｏｄｅｃｉｐｈｅｒ）も含まれていた（Ｒｉｃｋｓ65，68）。だが，Ｅｌｉｏｔ研究者ＣｈｒｉｓｔｏｐｈｅｒＲｉｃｋｓの編集に

より，ようやく一般読者も目にすることができるようになった訳である。Ｒｉｃｋｓは幾つかの判

読例を注に記しながら，できるだけエリオットの創作意図に近い形に編集している。

この習作詩が書かれた1909年から1917年というのは，エリオットが21歳から29歳の時期にあ

たる。この9年間というのは，詩人エリオットの誕生を知る上で，重要な時期である。ハーバ

ード大学の大学院で，哲学の研究を行っていた時期にあたる。その間パリに約1年間留学し（19

10－1911），1914年に今度はイギリスに留学している。翌年1915年にはイギリス人Ｖｉｖｉｅｎｎｅと

結婚し，以後ロンドンに永住することになる。詩作に関しては，沈黙の5年間が含まれている

期間でもある。1910年までの4年間に，10篇の詩を大学の同人誌助Ⅳα浸ＡかＯＣｄ館に発表し

ているものの，以後5年間はどこにも詩を発表していない。その沈黙を破るかのように，1915

年にアメリカの詩誌れ廟タに“ＴｈｅＬｏｖｅ ＳｏｎｇｏｆＪ．Ａｌ鮎ｄ肋ｆｍｃｋ”を発表し，詩壇にデビ

ューする。その後2年間に雑誌に発表した詩をまとめ，処女詩集Ｐｒ頑ｐＣた伽ｄ Ｏめｇｒ Ｏお肌か

お花∫（以後ア頑ＷＣゑ）として発表したのが，1917年なのである。従って，創作ノートが書かれ

た期間というのは，アマチュア詩人エリオットがプロ詩人としてデビューするまでの習作期と

言える4。

この習作詩は未発表であったため，これまで余り多くの研究は行われていない。最も初期の
／

研究は，ＬｙｎｄａｌｌＧｏｄｏｎによる戯わｇ’∫助ゆ挽肌（1977）に見られる。その後は，研究書の
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中で部分的に触れているものが数点あるくらいである5。初めての本格的な研究としては，1989

年のＪｏｈｎＭａｙｅｒ著ｒ．方．ｇｇ払方’ぶぶｆｇｅ乃ｆ侮ｉｃｅぶ（以後Ｍａｙｅｒｌ）と，同じくＭａｙｅｒが1991年に発

表した“Ｔ71ｅⅥ匂ｓｔｅ Ｌｂｎｄ ａｎｄＥｌｉｏｔ’ｓｐｏｅｔｒｙＮｏｔｅｂｏｏｋ”（以後Ｍａｙｅｒ2）の2点が挙げられる。

ただし以上の研究はすべて，血糊鰯わ那（1996）が出版される以前に，ニューヨーク公立図書館

所蔵の創作ノートを，個人的に判読して解釈したものである。しかもこの未発表詩の引用は許

可されていなかったため6，我々読者は，上記の研究からエリオットの習作詩を漠然と推測す

るしかなかった。そして劫ｖｇ乃お花ぶ出版後の状況だが，編集者Ｒｉｃｋｓが付けた膨大な注がある

のみで，それ以外では書評が出ているくらいである7。加ｖｇ乃如托ぶ（1996）のテキストに基づい

た本格的な研究は，まだこれから始まろうとしている段階である。

本論は，以上のような状況を踏まえた上で，エリオットが書いた習作詩について考察して行

く。その際，1つ注意しておきたいことがある。この習作詩は，はからずも血脚血耶ｑ日加

肋汀ゐ幼稚と題されて出版されたものの8，生前エリオットが発表するつもりのなかった詩

である。1922年にアメリカの弁護士でパトロンでもあったＪｏｂｎｑｕｉｎｎにこの習作詩を贈った

時9，エリオットは彼に宛てた手紙の中で，「決して印刷しないように」（ム輔毎ね1，572）と頼ん

でいる。未完成の段階であり，まだ発表するには不十分だとする判断がエリオットにはあった，

と考えられる。従って，我々が加ｖｇ邦如朋を読む際には，エリオットの発表詩と比較すること

√はあっても，決して同じ土俵の上で扱わないように注意する必要がある。

さて，劫γだ和才わ郡には，同一あるいは類似した語句や表現そしてモチーフが，何度も繰り返

して現れる10。まるで何か共通のテーマについて，模索しているかのようだ。そこで，それら

を関連付けて比較検討することで，エリオットが，現代番人としてデビューする直前に抱いて

いた詩的世界について，その特徴を垣間見ることにしたい。劫Ⅵ翻わ耶本編に収録された37簾

の詩について1つずつ順に考察していくのが，手堅い方法の1つだとは思う。だがそれは膨大

な紙面を要することになるので，別の機会に譲ることにする。本論では，血涙摘め由の詩的世

界を集約していると思われる3篇の詩を中心に論じてみる。まず“Ｔ‰ｅ Ｌｉｔｔｌｅ Ｐａｓｓｉｏｎ：Ｒｏｍ

‘ＡｎＡｇｏｎｙｉｎ也¢Ｇａ汀ｅｔ’”（57－58）を出発点とする。他の詩との比較を試みながら，次に“Ｏｂ

ｌｉｔｔｌｅｖｏｉｃｅｓｏｆｔｈｅｔｈｒｏａｔｓｏｆｍｅｎ”（75－76），最後に“Ｈｉｄｄｅｎｕｎｄｅｒｔｈｅｈｅｒｏｎ’ｓｗｉｎｇ”（82）11

に論を進め，相互に比較してみる。そしてこれらの詩に共通する特徴として，語り手がいる場

所と，彼が語る時間帯に着目してみる。具体的には，彼の部屋で迎える夜明けについてである。

これは凸頑血戒には見られない設定であり12，劫ｖｇ乃血那の特徴の1つを捉える声とができる

と思われるからだ。

2

‘ＴｈｅＬｉｔｔｌｅＰａｓｓｉｏｎ：Ｆｒｏｍ‘ＡｎＡｇｏｎｙｉｎｔｈｅＧａｒｒｅｔ’”（57－58）は，ｂｌＶｅｎｔｉｏｎｓのなかでは，

設定がユニークな詩の1つである。他の未発表辞では，語り手が自分の印象や体験を語る例が
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多く見られる。しかし‘Ｔｂｅ Ｌｉｔｄｅ Ｐａｓｓｉｏｎ”では異なり，ある男の言動を語り手が思い出してい

る，という設定になっている。具体的に見てみよう。

夏の夜のことである。あの時のような「息苦しい8月の夜」（ｔｈｏｓｅｓｔｉｎｉｎｇＡｎｇｕｓｔｎｉｇｈｔｓ）に

なると，語り車はあの男のことを思い出す。男は夜の街をよく歩いていた（Ｉｈｏｗｈｅｕｓｅｄｔｏ

ｗａｌｋ血ｅｓｔｒｅｅｔｓ）。何本もの線状に繋がった街の灯かり（也ｅｈｎｅｓｏｆｌｉｇｈｔｓ）を辿って行った。あ

る時は灯かりを避け，「暗い隠れ家へと飛び込んだ」（ｄｉｖｉｎｇｉｎｔｏｄａｄ（ｒｅｔｒｅａｔＳ）。夜の灯かりと

闇の中を歩いていたのだ。そしてどこをどう歩こうが，どうしても“ｏｎｅｉｎｅ扇ｔめｌｅ ｃｒｏｓｓ”に来

てしまう。表面上は十字路だが，文脈上は十字架の意味も重ねてある。そこでは「我々の魂が

ピンで刺され，血を流している」（ｏｕｒｓｏｄｓａ托ｐｉｎｎｅｄ，弧ｄｂｌｅｅｄ）。キリストの受難のイメー

ジと重ね，魂の苦悩を表わす。内面の十字架である。

この男がよく言っていた考えの中に，特に語り手が興味を覚えていることがある（Ｏｆ血ｏｓｅ

ｉｄｅａｓｉｎｈｉｓｈｅａｄ／Ｗｈｉｃｈｆｂｕｎｄｍｅａｌｗａｙｓｉｎｔｅｒｅｓｔｅｄ）。決して十分に理解していた訳ではな

いのだが（Ｔｂｏｕ帥ｔｈｅｙｗｅ托Ｓｅｌｄｏｍｗｅｌｌｄｉｇｅｓｔｅｄ），頭から離れないようだ。男は「何時間も

いろいろな街」（也ｏｓｅ ｈｏｕｒｓ ｏｆｓｔｒｅｅｔｓ ａｎｄ ｓｔｒｅｅｔｓ）を歩いた。街は車輪のように，彼の周りを

ぐるぐると回っていた（ｓｐｕｎａｒｏｕｎｄｂｉｍｌｉｋｅａｗｈｅｅｌ）。出口のない堂々巡り。その後で彼が言

った言葉，「まるで長い間死んでいたような気がする」（“Ⅰ鉛ｅｌ／ＡｓｉｆＩ’ｄｂｅｎａｌｏｎｇ血ｅ

ｄｅａｄ”）。この言葉が語り手の頭から，今でも離れない。

最終連の設定も興味深い。酒場でこの男と飲んでいた時のことを思い出す。上述の回想は，

この酒場で男から聞かされたものと思われる。その時に男の顔に浮かんだ表情が，今でも忘れ

られない。男は「絶望的なタバコをひねりながら，酒場のカウンターから身を乗り出した」（ｂｅ

ｌｅａｎｅｄａｃｒｏｓｓｔｈｅｂａｒ／Ｔｗｉｓｔｉｎｇａｈｏｐｅｌｅｓｓｃｉｇａｒｅｔｔｅ）。この表現には，あの世に行くという熟

語（ｃｒｏｓｓ血ｅ ｂａｒ）の意味も重ねてある（Ｒｉｃｋｓ216）。男の「やつれた顔に，ある笑み」（ｏｎ ｂｉｓ

ｗｉｔｈｅｒｅｄ ｂｃｅ／Ａ ｓｍｉｌｅ）が浮かんでいるのに語り手は気づく。その笑みをどうしても忘れるこ

とができないでいる（Ｉｃａｎｎｏｔｆｂｒｇｅｔ）。その笑みには，「疲れ果て，誰にも気づかれないままの

恥」（Ａｗａｓｈｅｄ－Ｏｕｔ，ｕｎＰｅｒＣｅｉｖｅｄｄｉｓｇｒａｃｅ）が現れていた。暗示的な終わり方だ。

魂の救済を求めて，夜の街をさ迷う男。しかし彼の心は救われず，絶望的な笑みを浮かべる。

男がいつも行き着く先には，どうやら魂を救済できる方法が隠されているらしい。しかしその

ためには，何らかの受難を伴う行動が必要らしい。血がにじむような苦痛を伴う受難が。語り

手は，男の考えを消化できていないと言う。それでも，これほどまでに関心を示すのは，語り

手自身が抱える問題とも何か関わりがあるためだと思われる。あるいは，ある男の話しという

設定にしながらも，実は語り手自身のことを語っている，とも考えられる。なおタイトルの‘Ｔｈｅ

Ｌｉｔｔｌｅ Ｐａｓｓｉｏｎ”には，「キリストの受難」という意味が重ねてある。自己の魂さえ救済できな

い男。彼の切実だがちっぽけな苦悩は，“Ｌｉｔｔｌｅ”と形容Ｌである。

この詩で回想される男は，夜の迷路に入ってしまい，途方に暮れる。しかし，何らかの解決
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の糸口を見つけ出そうと，もがき苦しんでいる13。疑問や不満を抱きながらも，単に傍観して

いる時の語り手とは対照的だ。例えば，“Ｍａｎｄ加ｎｓ”2（20）では，「2人の女性」が「窓辺に座

ってお茶を飲みながら」，海に沈む「夕焼け」を眺めて談笑している。語り手は彼女たちの仕

草と服装をスケッチするだけで，内面には触れない。語り手自身の感情や意見も殆ど表わさな

い。“Ｇｏｌｄ瓜ｓｈ（ＥｓｓｅｎｃｅｏｆＳｕｍｍｅｒＭａｇａｚｉｎｅｓ）”Ⅰ（26）では，夏の「暑いヴェランダ」で「ワ

ルツ」を踊る人々を見ている。語り手はその様子を，余り好ましく思っていない（Ａｕｇｕｓｔ，Ｗｉ血

ａｌｌｉｔｓ払ｕｌｔｓ！）。目的もなく習慣として踊っているだけの様子は，語り手には「耐え難い」（ｉｎ－

ｔｏｌｅｒａｂｌｅ）。かといって彼にはどうすることもできず，ただ眺めて批判するだけだ。同じ詩の第

Ⅲ部（28）でも同様に，「蒸し暑い午後」に「お茶」を飲む優雅な「ヴェランダでの習慣」（Ｖｅｒａｎ－

ｄａｈ ｃｕｓｔｏｍｓ）に疑問を抱く。しかし冷ややかに傍観するだけで，何の答えも見出そうとはしな

い。また，「悲しい風景」という意味の‘？ａｙｓａｇｅＴｄｓｔｅ”（52）では，偶然に劇場で見かけた少

女のことを観察し，推測する。“Ａ鮎ｍｏｏｎ”（53）では，「大英博物館」に集まる女性たちを観察

する。“Ｉｎ血ｅＤｅｐ如ｌｍｅｎｔＳｔｏｒｅ”（56）では，店員の様子を観察し，勝手に彼女の内面を推測す

る。“Ｔｈｅｓｍｏｋｅ也ａｔｇａ也ｅｒｓｂｌｕｅａｎｄｓｉ止Ｓ”（70）は，酒場に集う客たちの「気だるい」様子

を眺めている。このように観察やスケッチだけで終わる詩とは異なり，‘Ｔｈｅ Ｌｉｔｔｌｅ Ｐａｓｓｉｏｎ”で

は，ある人物の魂の苦悩を措く。しかもこの男は，何らかの救済を求めている点も特徴だ。

”ＴｈｅＬｉｔｔｌｅＰａｓｓｉｏｎ”では，副題に“Ｆｒｏｍ‘ＡｎＡｇｏｎｙｉｎｔｈｅＧａｒｒｅｔ’”と記されているのみで，

詩のなかで屋根裏部屋を指す表現はない。しかしこの副題14を基に考えると，次のようなこと

が言えるのではないだろうか。ある夏の夜に，語り手は自分の屋根裏部屋から外の街を眺め，

ある男の魂の苦悩について思い返しているのだと。

この詩以外にも3篇の詩に，屋根裏部屋が出てくる。“ｈｔｅｄｕｄｅｉｍＬｏｎｄｏｎ”（16）では，語り

手は春の訪れに「無関心」（Ｉｎｄｉｆｆｅｒｅｎｔ）のまま，部屋の中で「冬眠している」（ｈｉｂｅｍａｔｅ）。そん

な彼の「屋根裏部屋の窓辺」（ｇａｒｒｅｔｗｉｎｄｏｗｓ）には，「壊れたフルート」（ｂｒｏｋｅｎｆｌｕｔｅｓ）が置か

れている。無題詩“Ｈｅｓａｉｄ：也ｉｓｕｎｉｖｅｒｓｅｉｓｖｅｒｙｃｌｅｖｅｒ”（71）では，「彼らは屋根裏部屋にいる

彼を十字架にかけなかった」（ＴｈｅｙｄｉｄｎｏｔｃｒｕＣｉｆｙｈｉｍｉｎａｎａｔｔｉｃ）と，ある男が言う。このｈｉｍ

が誰なのかは触れられていない。しかし“ｃｒｕｃｉ抒”は，内容的には，“ＴｈｅＬｉｔｔｌｅＰａｓｓｉｏｎ”（小さな

受難）と関連している。そして，ある男の魂の苦悩（ｏｎｅｉｎｅｖｉｔａｂｌｅ ｃｒｏｓｓ）について，屋根裏部

屋で回想している語り手とも繋がってくる。別の無題詩“Ｉｎｓｉｄｅ伽ｇｌｏｏｍ”（72－73）の語り手

は，「屋根裏部屋の暗がり」（血ｅｇｌｏｏｍ／ＯｆａｇａｍｔｒりＯｍ）の中で，星座を観察している。し

かも“ＴｈｅＬｉｔｔｌｅ Ｐａｓｓｉｏｎ”の時と同じく8月の夜に。

これ以外の詩でも，語り手の部屋についてある程度知ることができる。例えば，“Ｅａｓｔｅｒ：Ｓｅｎ－

ｓａｔｉｏｎｓｏｆＡｐｒｉｌ”（23－24）では，自分の部屋から，「路地向かいに住む黒人の少女」の部屋を見

ている。少女は路地向かいのアパートの「3階」に住んでおり，その部屋が見えるということ

は，語り手の部屋も3階あたりだと想像される。この少女が，「1本の赤いゼラニウム」の花
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を教会から持ち帰ったのを見ている。その「香り」が，彼の部屋の「干からびたゼラニウム」

（ｇｅｒａｎｉｕｍｓ／ＷｉｔｈｅｒｅｄａＪｌｄｄｒｙ）を思い出させる。彼の部屋は，世間との交わりがなく，ひん

やりとしている（ＴｈｅｃｏｏＩｓｅｃｌｕｄｅｄｒｏｏｍ）0室内は小奇麗に掃除され片付いている（Ｓｗｅｐｔａ呵

Ｓｅｔｉｎ ｏｒｄｅｒ）。彼の部屋での暮らしぶりが推測できる描写だ。“Ｇｏｌｄ負ｓｈ”Ⅳ（29）では，語り手

の机の中を見ることができる。「10月」に自分の部屋の後片付けをしている時，「机の引き出し」

の中から，忘れ去っていた品々を見つける。「古い手紙」，「プログラム」，「未払い請求書」，「写

真」，「テニスシューズ」，「ひも」，「絵葉書」，そして以前書いた詩。すべてという訳ではない

が，未発表詩の語り手は室内にいて考察したり，窓の外の世界を観察することが多い。夜にな

ると，街に出て歩く。そして自分の部屋に戻り，夜明けを迎える。‘汀もｅ Ｌｉｔｔｌｅ ｐａｓｓｉｏｎ”の副

題にある屋根裏部屋とは，そのような語り手が住む部屋のことを指していると思われる。

3

このような部屋にいる語り手を措いた詩の1つに，“Ｏｈｌｉｔｔｌｅ ｖｏｉｃｅｓ ｏｆｔｈｅｔｈｒｏａｔｓ ｏｆｍｅｎ”

（75－76）がある。室内で語り手は，ある人物に自分のことを打ち明ける。語り手は「弁証法的

な方法で，世界を探求してきた」（Ｉｈａｖｅｓｅａ托ｈｅｄ血ｅｗｏｒｌｄｔｋｏｕｇｈｄｉａｌｅｃｔｉｃｗａｙｓ）。Ｊ乃Ｖｇ乃お花∫

中の語り手（あるいは詩人）の多くに共通して当てはまる思考法である。「眠れぬ夜と無気力

な昼」（ｒｅｓｔｌｅｓｓｎｉｇｈｔｓａｎｄｔｏｒｐｉｄｄａｙｓ）に疑問を抱いてきた。「あらゆる脇道」（ｅｖｅｒｙｂｙ－Ｗａｙ）

を辿り，そして「いつもと同じ耐え難く終わりのない迷路」（血ｅ ｓａｍｅ・ｕｎＶ如ｅｄ／Ｉｎｔｏｌｅｒａｂｌｅｉｎ－

ｔｅｒｍｉｎａｂｌｅ ｍａｚｅ）を見つけるだけだった。’Ｔｈｅ Ｌｉｔｔｌｅ Ｐａｓｓｉｏｎ”で夜の街を歩く男とも重なる。迷

路に迷い込んで途方に暮れてはいるものの，解決の糸口を求めて前進を試みている。たんに疑

問や不満を抱きながら，傍観している語り手とは異なる。“Ｏｈｌｉｔｔｌｅｖｏｉｃｅｓ‥．”の語り手は，

他の語り手を代弁するかのように，自分の胸の内を告白する。聞き手役の男性は，1つ1つの

問いに答え，助言を与える。最後にこの男性は，大切なのは「今」という現在の時間と，「こ

こ」という現実の場所だけなのだと励ます（Ｎｏ ｏ血ｅｒｔｉｍｅｂｕｔｎｏｗ，ｎＯＯぬｅｒｐｌａｃｅ血弧

ｂｅｒｅ）。現実から目を逸らさずに，今ここにある瞬間を大切に生きよ，という肯定的なアドバ

イスだ。語り手は安心したかのように，そのまま椅子に座って眠ってしまう。だがこの詩は，

ここで終わっていない。

夜明けを迎えると，詩の展開が変わる。晩春の頃，「ライラックの花が，朝の空気に吹かれ

て漂っていた」。一見さわやかな朝を迎えたかと思わせる書き方だ。語り手は昨夜の助言に満

足したかのように，まだ眠っている。それをさらに別の語り手が見ている。“Ｓｕｐｐ托ＳＳｅｄＣｏｍ－

ｐｌｅｘ”（封）では，室内で眠っている女性を，「影」である語り手（Ｉｗａｓａｓｈａｄｏｗ）が観察してい

た。それと似た視点である。話しを戻す。語り手はまだ「ショール」にくるまって眠っている。

夜明けを迎えた部屋の床では，まるでへどのような影がまだ「這っていた」（血ｅ ｓｂａｄｏｗｓ

ｃｒａｗｌｅｄａｎｄｃｒｅｐｔ）。“Ｐｒｕｋｏｃｋ’ｓｐｅｒｖｉｇｉ1ｉｕｍ”15（43一朗）の闇の描写とも類似する。影は，眠っ
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ている彼の「肩」や「ひざ」の辺りを這い，髪の毛の上で一休みする（Ｔｈｅｙｃｒａｗｌｅｄａｂｏｕｔｈｉｓ

ｓｈｏｕｌｄｅｒｓａｎｄｈｉｓｋｎｅｅｓ；／Ｔｈｅｙｒｅｓｔｅｄｆｂｒａｍｏｍｅｎｔｏｎｈｉｓｈａｉｒ）。そしてついに朝が来て，

「影をねぐらへと退いたてた」紬ｅｍｏｍｉｎｇｄｒｏｖｅ血ｅｍｔｏ血ｅｉｒｌ血）。夜が明ける間際まで，

彼の周りには夜の影が付きまとう。昨夜の助言で安心して眠ったかに見える語り手だが，依然

として彼の心の中に残る疑問と不安を表わすような影である。助言を求めながらも，完全には

受け入れられない不安感がある（同じようなモチーフは，“Ｇｏｌと脆ｓｈ”ⅠⅤ［29－30］の挿入詩にも

見られる）。ようやく夜の影が消える。そして夜明けの風が吹くのだが，さわやかな風ではな

い。少し湿って，どんよりとした風（ａｌｉｔｔｌｅｄａｍｐｄｅａｄｂｒｅｅｚｅ）が微かに起こる。不気味な風は，

「彼が眠っている間，窓辺でカタカタと音を立てた」。風は，他の家々の「煙突」や「雨戸」

や「階段」でも吹いている。そして街で生活している「人間の声」（ｂｕｍａｎ ｖｏｉｃｅｓ）を，彼の部

屋まで伝えるのである。この声が，詩の冒頭部にある“ｌｉｔｔｌｅｖｏｉｃｅｓ”である。それは，笑い声か

泣き声なのか分からない声だ（Ｙｏｕｈａｄｎｏｔｋｎｏｗｎｗｈｅｔｈｅｒｔｈｅｙｌａｕｇｈｅｄｏｒｗｅｐｔ）。夜が明けて

も消えない不安と懐疑心。それが，風の運ぶ音にも現れている。なお夜の室内で助言を与えて

くれた相手というのは，語り手自身が作り出した架空の人物だと考えられる。すわなち自問自

答。また，夜明けに眠っている語り手を見ている人物も，自己を客観視するもう1人の語り手

自身であると言える。

4

“Ｈｉｄｄｅｎｕｎｄｅｒ血ｅｂｅｒｏｎ’ｓｗｉｎｇ”（82）は無題の小品である。題名の付け方によっては，蕗の

意図が変わる可能性も残っている。状況設定が明示されておらず，一見つかみ所のない表現が

目立つ。しかし，自室で夜明けを迎える語り手が語っているのだと考えると，意味が繋がって

くる。

「夜明け」（ｄａｙｂｒｅａｋ）を告げる鳥の声が聞こえる。それと同時に，「夕方の星の囁き」（Ｅｖｅ－

ｎｉｎｇｗｈｉｓｐｅｒｏｆｓｔａｒｓ）も聞こえて来る。夜明け前にもかかわらず，語り手は夕闇を感じている。

鳥の声は，夜を告げる星のささやきになる。夜明けが近づいても，閥から逃れられない不安。

夜明けを待ち望みながらも，恐れている。“Ｏｈｍｙｂｅｌｏｖｅｄｗｂａｔｄｏｙｏｕｂｒｉｎｇ”と，愛しい人

に問いかけ，彼女が夜明けをもたらしてくれるのを待ち望む。しかし希望の光であるはずの彼

女は，夕闇に包まれてしまい，夜明けをもたらせてくれそうにない。彼女は「夕暮れの足」（ｅｖｅ－

ｎｉｎｇＲｅｔ）で歩く。辺りは「夕霧」（血ｅｅｖｅｎｉｎｇｍｉｓｔ）に包まれ，夜明けには程遠い。彼女は「は

かない両腕」（肋ｇｉｌｅａｍｓ）で，霧を掻き分けて「歩いている」が，行く手は遮られている。夜

明けに迫りくる夕闇の不安があるために，このようなあいまいな表現となって現れている。

最後に語り手は自分のことを，部屋の床に散らばる「壊れたビン」の破片（ａｂｏｔｄｅ’ｓｂｒｏｋｅｎ

ｇｌａｓｓ）に喩える。壊れて断片となった自我のことだ。“ＳｅｃｏｎｄＣａｐｒｉｃｅｉｎＮｏｒｔｈＣａｍｂｒｉｄｇｅ”（15）

で語り手は，「都市の残骸」（也ｅｄ8ｂｄｓｏｆａｃｉｔｙ）を観察しているが，まさにここでは語り手そ
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Ｔ．Ｓ．Ｅｌｉｏｔの未発表詩における夜明けの簡一血酬如乃∫げ血肋汀ゐ肋柁－（中柳

のものが，都市の残骸のような存在として措かれている。部屋の中で存在感のないまま床に横

たわる。断片的な自己の姿は，別の詩では，古新聞を切り粘りした寄せ集め（Ｉａｍｐｕｔｔｏｇｅ也ｅｒ

ｗｉｔｈａｐｏｔａｎｄｓｃｉｓｓｏｒｓ／Ｏｕｔｏｆｏｌｄｃｌｉｐｐｉｎｇｓ）と喩えられている（71）。このように崩壊した

自我は，断片的に散らばるビンの破片に過ぎない。まるで，ゴミのように掃き捨てられてしま

う存在だ。彼は自分の部屋で夜明けの訪れを待ち望んでいる。夜明けが近づき，次第に闇が薄

らいで行く。本来なら，そのまま夜の闇は消えて，朝を迎えられるはずである。しかし語り手

にとって，その薄明かりは夜明けではなく，夕暮れを予感させてしまうのだ。

夜明けを待ち望みながらも，夜の不安が重くのしかかる。夜の闇には光が差さず，出口もな

く閉ざされたままである。このような不安は，“Ｉｎｔｒｏｓｐｅｃｔｉｏｎ”（60）では，精神の奥底で，自己

の尻尾を呑み込む「ヘビ」として表現されている。前述したように“Ｐｍ打ｏｃｋ’ｓｐｅⅣｉｇｉｌｉｕｍ”

（43一組）や“Ｏｂｌｉｔｔｌｅ ｖｏｉｃｅｓ‥．”（75－76）で，このヘビは闇の恐怖となって襲いかかり，語

り手は不安に怯えたまま夜明けを迎える。なお，“ＳｕｐｐｒｅｓｓｅｄＣｏｍｐｌｅｘ”（別）の時間設定も，

夜から明け方にかけてであるが，そこに夜明けの不安はない。悪夢に苦しむ女性の寝顔を見つ

めて，「影」の語り手は心配している。だが夜が明けると，彼は「喜んで」Ｇｏｙｏｕｓｌｙ）窓から出

て行く。朝になって目覚めれば，彼女は悪夢から解放されるからだ。しかし，他者を観察する

のでなく，自分自身あるいは自己の分身が夜明けを迎える時には，状況が異なる。他人事のよ

うに，冷静ではいられなくなる。夜は明けきらないまま，再び夜へと続く夕暮れとなってしま

うのだ。“Ｈｉｄｄｅｎｕｎｄｅｒｔｈｅｈｅｒｏｎ’ｓｗｉｎｇ”は，この夜明けに迫る夕闇を象徴的に描いている。

このような語り手の不安，ひいてはエリオットの不安が，夜明けの閣となって現われ，加ｖｇ乃お花∫

の世界を覆っているのである。

注

1このうち次の4篤は，すでに1988年に出版された乃ｇ昆〝ｇ和げｒ．∫．幻如，Ｖｏｌ．1（以後工創痕汀等1）に収録

されている。“Ｏｈｌｉｔｔｌｅ ｖｏｉｃｅｓ ｏｆ ｔｈｅ ｔｈｒｏａｔｓ ｏｆ ｍｅｎ，＝‘Ｔｈｅ Ｌｏｖｅ Ｓｏｎｇ ｏｆ Ｓｔ．Ｓｅｂａｓｔｉａｎ”（Ｐｐ．45－16）；“Ａｆｔｅｒ－

ｎｏｏｎ，ｔ’“Ｓｕｐｐｒｅｓｓｅｄ Ｃｏｍｐｌｅｘ”（ｐｐ．88－89）．

2　本編に収録された37篇の内29篇が，ペンまたは鉛筆で書いてあり，残りのｇ篤はタイプライターで打ってあ

る。エリオットがタイプライターを購入したのは1913年か1914年（Ｇｏｒｄｏｎ　23）なので，それ以降にタイプ打

ちした原稿と思われる。

3　編集者のＣｈｒｉｓｔｏｐｈｅｒ Ｒｉｃｋｓは1ｎｖｅｎｔｉｏｎｓのｐｐ．97－99に，エリオット自筆の“Ｆｉｒｓｔ Ｃａｐｒｉｃｅｉｎ Ｎｏｒｔｈ　Ｃａｍー

ｂｒｉｄｇｅ”と“Ｉｎｔｅｒｌｕｄｅｉｎ Ｌｏｎｄｏｎ”の原稿をそのまま複写して掲載している。それを見ると，スペルと句読点がか

なり読みにくく，さらに修正個所の判断がいかに難しいかが分かる。

4　未発表詩を書いたのと同じ1909年から1917年の間に，エリオットは凸画板確論仝12篇も書いており，その

内7篇の草稿は，創作ノートに挿入されている。つまり，エリオットが凸頑わ戊に含めなかった詩が，未発表の

まま残された訳だ。

5　例えば次のような3点。（ｌ）Ｍａｒｉａｎｎｅ Ｔｈ6ｒｍａｈｌｅｔｌ、777ｅ Ｗｂｓｔｅ ＬＬＺｎｄ：Ａ Ｆｒａｇｍｅｎｔａｒｖ Ｗｈｏｔｅｎｅｓｓ（1978）、（2）

Ａｌｂｅｒｔ Ｇｅｌｐｉ，Ａ Ｃｏｈｅｒｅｎｔみｇｅｎｄｏｒ：Ｔ71ｅ Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｐｏｅｔｉｃ Ｒｅｎａｉｓｓａｎｃｅ，1910－1950（1987），（3）ＭａｎｉｕＪａｉｎ，
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ｒ．ぶ．ガ払ガ（制戚Ａ研ｇわＣα乃タゐｆわざ（ｐわ7：那加㌧〃血判射ｄ：持Ⅵ柑（1992）．

6　ただし引用符を付けていないだけで，実際にはエリオットの詩句を直接用いている場合もある。特にＪａｉｎ

にそれが顕著。

7　筆者が調べたところでは，1997年までに日本で2点，英米で11点の書評が出ているのみである。その中で例

えばＬｏｕｉｓＭｅｎａｎｄは，鮎ｃｋｓの膨大で詳細な注の付け方について，疑問を抱いている。撤〟の〝拘戒厳抑如村

政70ぬ（15Ｍａｙ1997）：4．

8　このタイトルは，創作ノートの表紙の見返しにエリオットが一度手書きし，横線を引いて削除したものであ

る。Ｒｉｃｋｓはこの仮題を採用し，その複写を加ｖｇ乃血肘の最初のページに載せている。なおタイトル中のｉｎｖｅｎ－

ｔｉｏｎとは，音楽用語のインベンションのことで，幻想的な小即興曲を意味する。それに加えて，“ａＳ ｍ濾　ａｓ ａ

Ｍａ∬Ｃｈ ｈ訂ｅ”（交尾期の3月の野ウサギのように，狂気じみた）というイディオムが重ねてある（鮎ｃｋｓ6－8）。した

がってＩｎｖｅｎｔｉｏｎｓ ｏｆ ｔｈｅ Ｍａｒｃｈ ＨａｒｅとはＪＴｎ・ｅＴＺｔＬｏｎｓ中の“Ｃａｐｒｉｃｅ”（気まぐれ、奇想曲）と，Ｐｒ函ｃｋ中の”Ｒｈａｐ－

ｓｏｄｙ”（狂想曲）とを組み合わせたような意味になる。

9　7協だ　勒∫絶　エ肋ｄの草稿と共に，エリオットがこの創作ノートを贈った2年後に，ｑｄ皿は亡くなる。それ以

後創作ノートの所在は分からなくなってしまう。ニューヨーク公立図書館が所蔵を発表したのは，エリオット

の死後3年経った1968年だった。その間の経緯については，Ｊａｍｅｓ Ｔｏｒｒｅｎｓ，Ｓ．Ｊ．，‘Ｔｈｅ Ｈｉｄｄｅｎ Ｙｅａｒｓ ｏｆ Ｔｈｅ

的∫ｆｅ　山花ｄ Ｍａｎｕｓｃｄｐｔｓ”（1989）に詳しい。それによると，Ｑｕｉｎｎが残した多くの資料に紛れたまま，彼の妹か

ら姪の手に渡り，保管されていた。そしてその姪の夫が，後にエリオットの草稿を発見することになる。

10　その多くは凸頑ね戊中の詩にも頻出しており，相互の比較は興味深い課題になり得る。

11加ｖｇ乃如邦ぷ中の詩からの引用はすべて，鮎ｃｋｓ編集の1996年版テキストに拠る。なお，繁雑さを避けるため，必

要に応じてタイトルの後に引用ページのみを記すことにする。また，無題の詩については，鮎ｃｋｓの例に倣い，詩

の第1行をタイトル代わりに記す。

12　タゆ戊で，夕暮れと闇は頻出するが，夜明けを描いた詩はない。朝の街を措いた“ｐ托ｌｕｄｅｓ”Ⅲと，朝食時を描

いた“ＭｏｒｎｉｎｇａｔｔｈｅＷｉｎｄｏｗ”があるのみである。

13　本論で触れていない詩で，同様に内面の苦悩を措いた詩としては，次のようなものがある。公園を歩いていた

時に，彼女の手を振ったことについて後悔し，自問自答する乱“Ｅｎｔ血ｉｅｎ ｄａｎｓ・ｕｎ ｐａｒＣ”（公園での会話）（4849）。

夜の炎に向かって飛ぶ蛾を眺め，炎に身を焦がし罪を購う殉教者に喩えた宗教的な詩，叫ｍｅ Ｂｕｍｔ Ｄａｎｃｅｒ”（62－

63）。肉体と魂との葛藤を抽象的に描いた詩，“Ｆｉｒｓｔ Ｄｅｂａｔｅ ｂｅｔｗｅｅｎ ｔｈｅ Ｂｏｄｙ ａｎｄ Ｓｏｕｌ”（64－65）。愛の独占欲

が，自虐的な行動をとらせるという，倒錯した愛の歌‘Ｕｒｈｅ Ｌｏｖｅ Ｓｏｎｇ ｏｆ Ｓｔ．Ｓｅｂａｓｔｉａｎ”（78～79）。自分の思考と

感情について自問自答し，自殺の場面を想像する詩，“ＤｏＩｈｏｗ ｈｏｗＩｋｅｌ？ＤｏＩｂｏｗ ｗｈａｔＩ血ｉｎｋ？”（80）。

魂の死を象徴的に描いた“ｈ ｓｉｌｅｎｔｃｏ血ｄｏｒｓ ｏｆｄｅａｔｈ”（93）。

14　この副題にある“Ａｎ Ａｇｏｎｙｉｎ血ｅ Ｇａ汀ｅｔ”は，エリオットが構想を抱いていた長篇詩を指す，という仮説もあ

る（Ｍａｙｅｒｌ，68－69）。

15　ｐｅⅣｉｇｉｌｉｕｍという語はＯＥＤに記載されていないが，夕暮れ，夜警を指す（Ｒｉｃｋｓ177）。
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